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ネクタイをとり、作業着を身にまとった市の新人職員
が市長とともに、ごみの収集や分別などの体験研修をし
ました。この研修は、市の最前線の業務を体験すること
で、問題意識や解決方法を自ら考える能力を養ってもら
おうと毎年実施しています。体験した職員は「ごみは大
きな社会問題。これからも、ごみについて考えるととも
に、この体験を職務に生かします。」と話していました。

この貴重な体験を
今後の職務に生かします

JR東海道本線の下り線高架化工事が完成し、この日の
午前5時すぎ、この高架上を1番に走る電車「ムーンライ
トながら」に335人が記念乗車しました。三河三谷駅か
ら蒲郡駅までの短い乗車でしたが、初の高架上を走行す
る電車を楽しみました。残るJR上り線の高架化完成は、
2年後の秋ごろになる予定です。

JR下り線の高架化完成
あとは上り線のみ

繊維にちなんだゲームや体験を通して、ものづくりや
地場産業への関心と理解を深めてもらおうと「こどもせ
んい教室」が三河繊維技術センターで行われました。市
内外から参加した約50人の親子は、組みひもを作った
り、ハンカチに色を染めたり、ロープを結ぶゲームをし
たりして、楽しみながら繊維について学びました。

4月

蒲郡の地場産業を
知ってもらう教室

全国を回って日本地図を作った伊能忠敬は、1803年、
三谷町と西浦町に宿泊し蒲郡付近を測量しました。その
記録を残そうと、忠敬が蒲郡を訪れて200年を記念し、宿
泊跡地に記念碑が建てられました。この記念碑には、忠
敬の通った跡が蒲郡市の地図とともに刻まれています。

伊能忠敬が蒲郡を
訪れたことを記念して
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